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  A Consideration about Well-Being and the Awareness of Teachers involved 
with Students with Special Needs   
 
文学研究科教育学専攻博士後期課程在学 














を通して、障害のある児童生徒の Well-Being について考察することを目的とする。 
Well-being は、1946 年に設立された世界保健機構（WHO）の憲章において、＜Health is a state 






とは、P: Positive emotion（ポジティブ感情）、E: Engagement（積極的関与）、R: Relationships（関
係性）、 M: Meaning（生きる意味・意義）、A: Achievement(目標の達成）である 2。 
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調査時期：2005 年 8 月～12 月 
調査方法：フェイスシート、半構造化面接、質問紙（教師特有のビリーフ尺度）調査 
面接の調査項目：①関った児童生徒の様子 
        ②教師の関わり方で配慮・工夫したこと 



























































女子 / 小学校普通学級・高学年 週１日は通級学級（ことばの教室）に
/ 言語理解の遅れ 授業中の私語が目立ち、指示が通りにくい。 
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表４ 分析ワークシートの例 （２/２） 
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憲章や田坂ら（2012）に示された Well-Being への視座に通じるものである。 
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三好（2018）は、高齢者介護の経験を踏まえて、「人間＝個体×関係」という「掛け算の関係論」
を提案している。たとえば、老化や障害などのために「個体」としての能力が 10 から 5 になったと












































を得ていくことは、全ての人の Well-Being を探求する上で、有効な手立ての一つであるに違いない。 
  
本研究では、障害のある児童生徒の教育に携わっていた教師へのインタビュー内容を分析し、障害
のある児童生徒の Well-Being について考察した。児童生徒が様々な Well-Being を実現していくため
に、児童生徒に対する教師の「身体的・精神的・社会的」に包摂した捉え方や、児童生徒と教師との
「関係性」の重要性が示唆された。また、障害児者との関わりから得られた視点は、健常者を含め全
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